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ユ
リ
ウ
ス
・
ス
ク
リ
バ
ロ
昌
旨
の
【
四
１
ｍ
ｇ
号
四
扇
島
‐
ら
Ｓ
）
の

外
科
学
研
修
の
系
譜
は
報
告
書
に
よ
り
異
な
る
の
で
正
確
を
期
す

る
た
め
調
査
を
行
っ
た
。

Ｈ
石
橋
長
英
・
小
川
鼎
三
二
八
七
四
年
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
大

学
で
ド
ク
ト
ル
と
な
る
。
学
位
論
文
は
「
脊
椎
弩
曲
の
治
療
法
」
、

つ
い
で
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
研
究
、
一
八
七
五
年
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
大

学
の
ツ
エ
ル
ニ
ー
（
ぐ
言
園
①
旨
９
国
昌
届
お
‐
岳
畠
）
の
下
で
カ
イ

ゼ
ル
と
共
に
犬
の
胄
全
摘
出
手
術
成
功
、
つ
い
で
ジ
モ
ン
（
の
吊
国
く

盟
日
○
ご
届
豐
‐
屍
認
）
の
第
二
級
助
手
、
ラ
ン
ド
ウ
エ
ー
ル
教
授
第

一
級
助
手
、
講
師
と
な
る
が
そ
の
資
格
論
文
は
「
脂
肪
栓
塞
論
」

一
八
七
九
年
ド
イ
ツ
外
科
時
報
発
表
、
一
八
八
一
年
東
大
赴
任
（
お

雇
い
外
国
人
（
の
）
医
学
一
九
六
九
年
刊
）

ロ
フ
イ
シ
ャ
ー
”
砕
民
号
四
〕
］
．
弓
巨
ａ
①
冒
国
①
己
①
毒
①
侭
胃
．

58

ス
ク
リ
バ
博
士
の
外
科
学
系
譜
の
疑
義
の

訂
正

蒲
原
宏

目
①
９
口
ご
Ｑ
ゴ
四
豆
胃
胃
扁
の
月
面
屍
ご
目
岸
Ｑ
ｑ
醇
忌
囚
廿
ご
昌
閏
‐

の
匡
○
彦
巨
ご
的
①
ご
毎
ヶ
①
Ｈ
ｑ
肘
甸
①
芹
①
口
〕
ず
巳
話
》
門
四
℃
凰
四
哺
辱
禺
○
ゴ
胃
匡
Ｈ
‐

唱
①
と
し
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
に
学
ぶ
と
あ
る
。
宮
司
の
号
①
門
”
四
○
‐

四
四
℃
三
月
ご
①
⑳
Ｆ
①
〆
涛
○
口
目
宮
角
ぐ
○
『
国
”
①
口
旦
①
ロ
シ
尉
蔚
巨
一
輿
旦
①
。

｛
珪
己
帛
凶
ｍ
］
四
ゴ
『
＠
』
Ｃ
四
ｍ
）

ｊヒ
キ
リ
ア
ン
”
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
大
学
の
マ
ア
ス
田
①
『
ョ
四
コ
ロ

言
四
四
の
勗
烏
ｌ
屍
駅
）
と
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
大
学
の
チ
ィ
ル
シ
ュ
（
尿
胃
一

弓
冨
⑦
刷
呂
畠
弓
‐
屍
韻
）
に
就
く
と
記
す
。
国
四
易
固
晨
四
目
冨
田
異
国

ユ
の
局
○
三
門
口
『
四
の
匡
．
臼
①
○
三
門
口
『
ぬ
①
己
の
○
面
巳
①
国
』
ロ
頤
①
印
画
ロ
弓
の
ロ
ロ
①
匡
厨
‐

○
ヶ
①
口
い
つ
『
四
○
画
『
四
匡
目
〕
〕
』
や
、
一
）

卿
ク
ラ
ァ
ス
・
比
樹
能
樹
叩
ス
ク
リ
バ
は
一
八
七
九
年
フ
ラ
イ

ブ
ル
グ
大
学
で
グ
ス
タ
フ
・
ジ
イ
モ
ン
（
一
八
二
四
’
一
八
七
六
）

の
下
で
ご
具
①
吊
月
自
侭
ｇ
与
国
Ｓ
①
罵
詳
①
ョ
９
房
に
よ
り
教

授
資
格
を
得
た
。
一
八
八
八
年
日
本
に
お
け
る
ス
ク
リ
バ
の
腎
摘

出
術
の
初
成
功
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
両
．
尿
国
画
の
屋
．
国
．
閏
置
＆
ｇ

］
四
面
門
の
Ｑ
①
巨
厨
の
写
］
四
℃
四
日
の
の
面
①
国
①
凶
の
壷
ｐ
ｐ
ｍ
①
ロ
冒
旦
の
引
夛
【
①
呂
凰
。
》

」
Ｃ
や
画
）

㈲
ヴ
ィ
ァ
ン
デ
ン
“
ツ
ェ
ル
ニ
ー
の
下
で
一
八
七
四
年
ど
］
‐

ぬ
①
ヨ
①
旨
①
因
国
司
酔
い
①
国
匡
吋
口
国
ｍ
ｐ
ｏ
牌
弄
Ｑ
①
門
口
昌
蔚
ユ
①
号
の
頤
①
甲
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呂
言
巳
里
①
の
論
文
で
医
師
資
格
を
得
て
か
ら
ベ
ル
リ
ン
で
ラ
ン

ゲ
ン
ベ
ッ
ク
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
学
び
、
つ
い
で
ジ
モ
ン
に
つ
き
フ

ラ
イ
ブ
ル
グ
大
学
に
移
る
。
一
八
七
九
年
ご
貝
①
耐
月
冒
眉
２

号
閨
昌
①
蜀
里
５
日
９
房
の
論
文
で
外
科
学
教
授
資
格
授
与
。
一

八
八
一
年
東
大
赴
任
。
（
函
の
『
冒
画
目
〕
函
く
国
且
の
ョ
》
目
の
国
国
昏
言
巨
眉

号
『
号
昌
の
呂
曾
冨
且
冒
昌
目
旨
冒
。
号
吋
冨
①
畳
‐
帰
芦
弓
謡
）
の
五

説
が
あ
る
。

ス
ク
リ
バ
の
外
科
医
と
し
て
の
経
歴
を
原
著
論
文
及
び
履
歴
に

よ
っ
て
検
証
し
て
み
る
と
、
何
れ
の
説
も
不
正
確
で
あ
り
、
大
き

な
誤
り
が
あ
っ
た
。

ス
ク
リ
バ
が
最
初
に
医
学
を
学
ん
だ
の
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
大

学
に
入
学
し
た
一
八
六
九
年
、
翌
一
八
七
○
年
普
仏
戦
争
に
軍
医

補
と
し
て
従
軍
、
終
戦
後
大
学
に
復
帰
、
ジ
モ
ン
（
一
八
六
八
’
七

六
年
在
任
）
に
外
科
学
を
学
び
、
一
八
七
四
年
と
一
鴨
日
四
月

田
①
群
＆
ぬ
①
瞬
巨
禺
己
国
口
○
２
房
Ｑ
関
口
具
の
ユ
①
号
侭
①
め
。
彦
弓
畠
の
扇
の

卒
業
論
文
で
医
師
資
格
を
得
、
一
年
間
ベ
ル
リ
ン
大
学
ラ
ン
ゲ
ン

ベ
ッ
ク
に
つ
く
が
、
一
八
七
五
年
に
郷
里
ワ
イ
ハ
イ
ム
に
近
い
フ

ラ
イ
ブ
ル
グ
大
学
の
外
科
ツ
ェ
ル
ニ
ー
教
授
（
一
八
七
一
’
七
七
年

在
任
）
に
つ
い
て
外
科
を
学
び
、
ツ
ェ
ル
ニ
ー
、
カ
イ
ゼ
ル
と
共
に

犬
の
冑
全
摘
手
術
に
成
功
す
る
。
ジ
モ
ン
の
死
去
に
と
も
な
い
そ

の
後
任
と
し
て
ツ
ェ
ル
ニ
ー
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
大
学
外
科
教
授

と
し
て
転
任
す
る
。
ツ
ェ
ル
ニ
ー
は
ウ
イ
ン
の
ビ
ル
ロ
ー
ト
（
ｏ
シ
‘

目
．
国
胃
○
昏
畠
＄
‐
屍
置
）
の
門
下
で
あ
り
、
ツ
ェ
ル
ニ
ー
、
ス
ク

リ
バ
の
犬
の
冑
全
摘
が
一
八
八
一
年
の
ビ
ル
ロ
ー
ト
の
胄
癌
全
摘

手
術
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
。
ス
ク
リ
バ
は
ビ
ル
ロ
ー
ト

の
孫
弟
子
に
も
あ
た
る
。
ツ
ェ
ル
ニ
ー
の
後
任
と
し
て
マ
ア
ス

（
国
閏
日
四
目
三
目
の
屍
亀
‐
屍
忠
）
が
ブ
レ
ス
ラ
ウ
大
学
か
ら
来
任
す

る
。
ス
ク
リ
バ
は
マ
ア
ス
の
指
導
で
研
究
し
、
教
授
資
格
取
得
論

文
と
し
て
脂
肪
栓
塞
論
自
三
①
『
の
月
言
侭
①
。
与
国
巳
の
思
胃
ｇ
‐

ｇ
馬
ロ
①
ロ
厨
９
．
国
ｂ
三
『
昌
唱
①
臣
，
届
》
旨
中
圏
ご
路
ｅ
を
完
成

し
た
。
そ
の
他
マ
ア
ス
法
と
し
て
知
ら
れ
る
脊
椎
結
核
治
療
の
報

告
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
の
チ
イ
ル
シ
ュ
と
ス

ク
リ
バ
は
関
係
な
く
フ
イ
シ
ャ
ー
、
キ
リ
ア
ン
の
説
は
誤
り
で
あ

る
。
石
橋
、
小
川
、
ク
ラ
ア
ス
の
誤
り
も
指
摘
し
た
。

（
新
潟
市
）


